有り難き かな 

これ は 啄木の 北海道 時代の 頃の 作 だが、 啄木の 作 中 

で も 優秀な ものと 思 ふ。 この 作品 なぞ もヒン トば か リ 

で捉 へど こ ろが 浅い と 思 ふだら うが、 y J の 浅い と 思 ふ 

ところに 限りなき 深さが あるの が 韻文で、 散文にば か 

り 没頭して ゐる とその 深さが 判らな くな つて 仕舞 ふ、 

一 口 に 言 へ ば 韻文 は 散文 の やうに 言 は ん とする こと を 

細大 漏さず 言 ひつく し、 思 ふこと を 細々 と 並べ つくす 

もので はない、 そこに 韻文と 散文の 違 ひ は 区別され る、 

くどい やう だが 和歌 は 韻文 であり、 詩 も 韻文で ある。 



啄木 も 生存 中 は、 今日 世人の 考 へる やうな 優れた 歌 

人で も 詩人で もなかった、 普通 一 般の 文学青年に 過ぎ 

なかった、 死後に 名声が 出て その 作品 も 持て 囉 さるる 

やうに なった の だが、 それ も 同郷の 先輩 金 田 一京 助 氏 

と 土 岐善麿 氏の 力と 言っても いいと 私 は 思 ふ。 この 両 

氏は函 館の 岩 崎 # 雨 氏と 共に 啄木の 伝記 中に 逸する こ 

との 出来ない 大恩 人で ある。 

私の 札幌 行の 動機 

私が 初めて 啄木と 知り合つ たの は、 北海道の 札幌で 



ある。 今から 三十 数年の 昔で 明治の 終リ 頃で あつたが 

歳月の 記憶 も 失念して ゐ るし、 記憶 も 全く 薄らいで 仕 

おも ひで 

舞った が 思 出の まま を 書いて みる ことにする。 

その 当時 は、 先年 亡くなられた 坪 内 逍遙 先生が 学校 

(早稲 田 大学) に をら れて 学校 出の 青年 は 先生の 推薦 

それぞれ 

によって 夫々 就職口 を 求めて ゐた。 私達 も その 一人で 

ある、 先生よりの 手紙に、 

『君の 希望して ゐる 新聞社が 札幌 にある らしい、 大し 

た 新聞で はない か 知れぬ が、 梅 沢 君 を 訪ねて 行く やう 

に』 

と、 あった。 梅 沢 君と 言 ふの は、 同じ 早稲 田の 先輩で 



西 行 法師 の 研究家と して 知られて ゐた梅 沢 和 軒 氏 の ザ J 

とだ、 梅 沢 氏の 父君 は 根 室 裁判所の 判検事 を 永らく 勤 

めて ゐ たから、 和 軒 氏 も 北海道で 育って 北海道の 事情 

は 何んでも 知って ゐた。 一見 学者 風の 人格者で ある。 

私 は 坪 内 先生の 手紙 を 見る と 同時に 小石 川 鼠 坂 上の 和 

軒 氏 方 を 訪ねた。 児 玉 花 外、 西 山 筑浜氏 等が その 以前 

に 鼠 坂 下に 住んで ゐて、 吉野臥 城、 前 田 林 外 氏 なぞと 

始終 訪ねて 行った ことがあ るから、 この辺の 地理 はよ 

く 知って ゐた。 幸い 和 軒 氏 は 居って、 

『札幌 の 大した 新聞で はない が、 社長の 伊東 山 華 君が 

志士 的な 愉快な 人 だ、 生れ は 福島県の 若松 藩 だが 帝大 



の 専科 を 出た 文章 家 だ、 九 段 上の 旅館に ゐ るから 行つ 

て 見よう』 と 和 軒 氏 も 一 緒に 行って くれた。 

九 段 上の 旅館 (名 は 忘れた が 招魂 社の 傍) で 社長の 

山 華氏に 会った。 成る 程 志士 的 気慨の 溢れて ゐる やう 

まこと 

な 人で、 言語 も 態度 も洵に 純朴 だが 一 旦国を 論じ 世 

を議 すると なれば その 熱烈 さに は 敬服した。 一 見 旧知 

の 如く 『明日の 晚 東京 を 立って 札幌へ 一 緒に 行く から 

上野 駅で 落ち合 はう』 と 直ぐ 約束が 出来て 入社す る こ 

とに なった。 私 は 直ぐに 坪 内 先生のお 宅へ 上って 其 旨 

を 話す と 先生 は、 

『北海道に は アイヌが 居る から アイヌ を主材 とした も 



啄木 は 佐々 木 氏 か 小国 氏 か 二人 を 訪ねて 北門 新聞社 

へ 行った。 私 は 途中で 別れて 自分の ゐる 新聞社へ 行つ 

た。 その 夕方 電話で 北門の 校正に はいる ことが 出来て 

社内の 小 使 ひ 部屋の 三 畳に 寄寓す ると 報ら せて 来た、 

お ま、. 

月給 は 九 円 だが 大 に 助かった とよろ こんだ 電話 だ。 

それから 三日 程 経つ と 小国 氏から、 啄木の 家族 三人 

が 突然 札幌へ 来て 小 使 部屋に 同居して ゐ るが、 新聞社 

だから 女 や 子供が ゐては 狭くて 困る、 東 十六 条に家 を 

借りて 夕方 越す から 今夜 自分 も 行く が 一 緒に 来て 呉れ 

と 言 ふ 電話が あった。 私 は 承知して 待って ゐた。 その 

頃 東 十六 条と 言へば 札幌 農学 校から 十 丁 程 も 東の 藪の 



中で 人家 なぞの あるべき 所と 思 はれない。 そのうちに 

小国 氏 は 五合 位 はいった 酒 瓶 を 下げて やって来た、 私 

は 啄木の 越し 祝 ひの 心で 豚肉 を 三十 銭ば かり 買って 持 

つて 行った。 日 は 暮れて ゐる、 薄 寒い 風 も 吹いて ゐ た。 

小国 氏 は 歩きながら、 

『君の 紹介で 彼 (啄木の こと) を 社長に 周旋した が、 

函 館から 三人 も 後 を 追って 家族が 来る と は 判らな か つ 

た、 社長から は 女 や 子供 は 連れて行 けと 叱られる し、 

僕 も 困って 彼に 話す と 彼 も 行く ところが 無い と 言 ふし、 

やっと 一 月 八十 銭の 割で 荷馬車 曳 きの 納屋 を 借りた、 

彼 は 諦めて ゐ るから いいやうな ものの、 三人の 家族達 
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